
学校番号 ２１２ 

平成 31年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅱ 単位数 ４単位 年次 ２年次 

使用教科書 改訂版 高等学校 数学Ⅱ （数研出版） 

副教材等 改訂版 ４プロセス 数学Ⅱ （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 数学Ⅱは、数学Ⅰに比べて学習する内容が幅広く、また数学ⅠＡで学んだ内容をもとに学習して

いきます。そのことから、１年生で習ったことが定着していないと授業についていけない恐れがあ

ります。授業に対しての具体的な取り組み方の参考として、 

①先生の板書だけでなく、話していること等もメモしていきましょう。 

 さらに、先生の説明を理解して問題を解いてみてから、先生の解説を聞きましょう。 

 自分の考えと比較しながら聞くことは大切です。 

②次に、授業中に出る課題に対して、分からないところは授業用ノートを見返したりして、一度考

えるようにしましょう。それでも分からない場合は、必ず先生に質問しましょう。 

問題集には授業では扱っていない問題等あります。その中にも重要な問題が多く含まれていま

す。問題集も自ら進んで取り組んでいくことによって知識・理解も深まります。 

 

２ 学習の到達目標 

 式と証明・高次方程式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角関数及び微分・積分の考えに

ついて理解させ、基礎的な知識の習得と技能を図り、事象を数学的に考察し表現する能力を養うと

ともに、それらを活用する態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や 

考え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

式と証明・高次方程

式、図形と方程式、指

数関数・対数関数、三

角関数及び微分・積分

の考えに関心をもつ

とともに、数学のよさ

を認識し、それらを事

象の考察に活用して

数学的な考え方に基

づいて判断しようと

する。 

式と証明・高次方程

式、図形と方程式、指

数関数・対数関数、三

角関数及び微分・積分

の考えにおいて、事象

を数学的に考察し表

現したり、思考の過程

を振り返り多面的・発

展的に考えたりする

ことなどを通して、数

学的な見方や考え方

を身に付けている。 

式と証明・高次方程

式、図形と方程式、

指数関数・対数関数、

三角関数及び微分・

積分の考えにおい

て、事象を数学的に

表現・処理する仕方

や推論の方法などの

技能を身に付けてい

る。 

式と証明・高次方程

式、図形と方程式、

指数関数・対数関数、

三角関数及び微分・

積分の考えにおける

基本的な概念、原

理・法則などを体系

的に理解し、知識を

身に付けている。 

評
価
方
法 

小テスト 

定期考査 

観察等 

小テスト 

定期考査 

観察等 

小テスト 

定期考査 

観察等 

小テスト 

定期考査 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

      

第
１
章 

式
と
証
明 

第１節 式と計算 

１ ３次式の展開と因数分解 

○   ○ a:因数分解の一意性に興味を

もち、検算などに利用しようと

する態度がある。 

b:比較的数が大きくなっても

計算できる。 

c:次数・係数の並びなどに注目

できる。 

d:３次式の展開・因数分解公式

を利用することができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

２ 二項定理  ○   a:二項定理を使って、ある文字

の係数だけをもとめる問題等

に活用できる。 

b:二項定理を三角形と結びつ

けて考えることができる。 

c:高次式の展開における次

数・係数の並びなどに注目でき

る。 

d:二項定理を利用することが

できる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

３ 整式の割り算 ○ ○ ○ ○ a:２種類以上の文字を含む整

式の割り算に興味を示し、具体

的な問題に取り組もうとする。 

b:整式の割り算の結果を等式

で表して考えることができる。 

c:割り算で成り立つ等式を理

解し、利用することができる。 

d:整式の割り算の計算方法を

理解している。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

４ 分数式とその計算 ○ ○ ○ ○ a:繁分数式を分数式の性質を

用いて処理することに意欲を

示す。 

b:分数式を分数と同じように

約分、通分して扱うことができ

る。 

c:分数式の計算の結果を、それ

以上約分できない分数式にし

て表すことができる。 

d:分数式の約分、四則計算がで

きる。 

 小テスト 



第
１
章 

式
と
証
明 

５ 恒等式 ○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a:恒等式の係数を決定する際

に、係数比較法と数値代入法と

を、比較して考察しようとす

る。 

b:恒等式における文字の役割

の違いを認識できる。 

c:分数式の恒等式の分母を払

った等式が恒等式であること

を利用できる。 

d:恒等式と方程式の違いを理

解している。 

定期考査 

観察等                     

 

 

 

 

 

 

 

 

小テスト 

定期考査 

観察等  

第２節 等式・不等式の証明 

６ 等式の証明 

○ ○ ○ ○ a:比例式を含む等式の証明を 

通じて、加比の理に興味をも

ち、考察しようとする。 

b:Ａ＝ＢとＡ－Ｂ＝０が同値

であることを利用して、等式を

証明することができる。 

c:比例式を＝ｋとおいて処理

することができる。 

d:恒等式Ａ＝Ｂの証明を、適切

な方法で行うことができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

７ 不等式の証明 ○ ○ ○ ○ a:不等式の証明を通じて、三角

不等式に興味・関心をもち、そ

れを利用とする。 

b:同値な不等式を証明するこ

とで、もとの不等式を証明する

ことができる。 

c:不等式の証明で、等式の成り

立つ場合について考察できる。 

d:絶対値の性質を利用し、絶対

値を含む不等式を証明するこ

とができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 



１
学
期 

２
学
期 

第
２
章 

複
素
数
と
方
程
式 

第１節  

複素数と 2 次方程式の解 

１ 複素数とその計算 

 ○ ○ ○ a:なぜ複素数の i という文字

が必要なのかという態度があ

る。 

b:複素数の四則計算の結果は

複素数であることを理解して

いる。 

c:負の数の平方根を含む式の

計算を、iを用いて処理するこ

とができる。 

d:複素数の四則計算ができる。 

 

 

小テスト 

定期考査 

観察等 

  

２ 2 次方程式の解 ○ ○  ○ a:２次方程式の解が虚数にな

る場合もあることに興味を示

し、２次方程式の解を考察しよ

うとする。 

b:判別式 Dの代わりに D/4を用

いても解の種類を判別できる

ことを理解し、積極的に用いよ

うとする。 

c:解の意味を理解し、検算など

に用いることができる。 

d:２次方程式の解の公式を利

用して、２次方程式を解くこと

ができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

３ 解と係数の関係   ○ ○ a:解と係数の関係を実際の解

を求めても、成り立っているこ

とが分かる。 

b:２数を解とする２次方程式

を作ることができる。 

c:対称式を基本方程式で表し

て、式の値を求めることができ

る。 

d:解と係数の関係を使って、対

称式の値や２次方程式の係数

を求めることができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 



第２節 高次方程式 

４ 剰余の定理と因数定理 

○ ○ ○ ○ a:整式を１次式を割る計算に、

組立除法を積極的に利用する。 

b:整式 P（ｘ）がｘ－ｋで割り

切れることを式で表現するこ

とができる。 

c:P(x)＝０であるｋの値の見

つけ方を理解し、高次式を因数

分解できる。 

d:剰余の定理を利用して、整式

を１次式や２次式で割ったと

きの余りを求めることができ

る。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

５ 高次方程式 ○ ○ ○ ○ a:１の３乗根の性質に興味・関

心をもち、具体的な問題に取り

組もうとする。 

b:高次方程式を１次方程式や

２次方程式に帰着させること

ができる。 

c:高次方程式の解αをもつこ

とを式を用いて表現できる。 

d:因数分解や因数定理を利用

して、高次方程式を解くことが

できる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

１
学
期 

第
３
章 
図
形
と
方
程
式 

第１節 点と直線 

１ 直線上の点 

○ ○ ○ ○ a: 図形の問題を座標軸上で代

数的に解決する解法のよさを

知ろうとする。 

b:線分の内分点、外分点の公式

を統一してとらえようとする。 

c:線分の外分点の公式を適用

する際に、分母を正にして計算

しようとする。 

d:数直線上において、２点間の

距離、線分の内分点、外分点の

座標が求められる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

２ 平面上の点 ○ ○ ○ ○ a:図形の問題を座標平面上で

代数的に解決する解法のよさ

を知ろうとする。 

b:図形の性質を証明する際に、

計算が簡単になるように座標

軸を適切に設定できる。 

c:図形的条件（点対称など）を

式で表現できる。 

d:座標平面上において２点間

の距離が求められる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 



１
学
期 

第
３
章 

図
形
と
方
程
式 

３ 直線の方程式 ○ ○ ○ ○ a:切片形の公式を利用して、直

線の方程式を求めようとする。 

b:直線がｘ，ｙの１次方程式で

表されることを理解している。 

c:ｘ軸に垂直な直線はｙ＝ｍ

ｘ＋ｎの形に表せないことを

理解している。 

d:与えられた条件を満たす直

線の方程式の求め方を理解し

ている。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

４ 2 直線の関係 ○ ○ ○ ○ a:ある点を通り与えられた直

線に平行な直線、垂直な直線の

方程式を公式化し、利用しよう

とする。 

b:平行、垂直の直線上を座標平

面上でイメージできる。 

c:図形的条件（線対称など）を

式で表現できる。 

d:直線に関して対称な点の座

標を求めることができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

第２節 円 

５ 円の方程式 

 

○ ○ ○ ○ a:ｘ、ｙの２次方程式が、常に

円を表すとは限らないことを

考察しようとする。 

b:円の方程式がｘ、ｙの２次方

程式で表されることを理解し

ている。 

c:ｘ、ｙの２次方程式を変形し

て、その方程式が表す図形を調

べることができる。 

d:与えられた条件を満たす円

の方程式の求め方を理解して

いる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 



１
学
期 

第
３
章 

図
形
と
方
程
式 

６ 円と直線 

７ ２つの円 

○ ○ ○ ○ a:円と直線の交点の座標を座

標平面上で求められることが

分かる。 

b:円と直線の位置関係が座標

平面上で分かる。 

c:１次と２次の連立方程式で

は、計算しやすい方の文字を消

去する。 

d:円と直線の共有点の座標を

求めることができる。 

a: ２つの円の交点を通る円の

方程式に興味・関心をもち、具

体的な問題に利用しようとす

る。 

b: ２つの円の位置関係を、動

的な面から観察することがで

きる。 

c: ２つの円の共有点の座標を

求める際に、適切な方法で文字

を消去することができる。 

d:２つの円の位置関係と、中心

間の距離と半径の関係から、円

の方程式を求めることができ

る。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

２
学
期 

第
３
章 
図
形
と
方
程
式 

第３節 軌跡と領域 

８ 軌跡と方程式 

○ ○ ○ ○ a: 軌跡が点の集まりであるこ 

とを知ろうとする。 

b: 平面上の点の軌跡を、座標

平面上を利用して考察するこ

とができる。 

c: 点が満たす条件から得られ

た方程式を、図形として考察す

ることができる。 

d:媒介変数処理が必要な軌跡

の求め方を理解している。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

９ 不等式の表す領域 ○ ○ ○ ○ a: 不等式を含む命題を、不等

式の表す領域を用いて証明す

ることに興味・関心をもつ。 

b: 不等式の満たす解を、座標

平面上の点の集合としてみる

ことができる。 

c:正領域・負領域の考えを理解

して利用することができる。  

d:連立不等式の表す領域を図

示することができる 

小テスト 

定期考査 

観察等 



２
学
期 

第
４
章 

三
角
関
数 

第１節 三角関数 

１ 角の拡張 

 ○   b: 一般角を動径とともに考察

することができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

○  ○ ○ a:孤度法に興味をもち、角度の

換算に取り組もうとする。  

c: 扇形の孤の長さを面積を求

める際に、中心角が孤度法であ

ることを理解している。 

d:扇形の孤の長さと面積の公

式を理解している 

小テスト 

定期考査 

観察等 

２ 三角関数 ○ ○ ○ ○ a: 三角比と関数が結びつくこ

とに関心がある。 

b: 象限によって、三角比の符

号が変わることが分かる。 

c: 単位円上の点の座標を、三

角関数を用いて表すことがで

きる。 

d:孤度法で表された角の三角

関数の値を、三角関数の定義に

よって求めることができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

 ○ ○ ○ b: 三角関数の性質を考察する

ことができる。 

c: 具体的な孤度を代入してみ

ることによって、性質が成り立

つことを確認できる。 

d:三角関数の相互関係を理解

している。 

小テスト 

定期考査 

観察等 



２
学
期 

第
４
章 

三
角
関
数 

３ 三角関数のグラフ ○ ○ ○ ○ a: ｙ＝sinθとｙ＝cosθのグ 

ラフが同じ形の曲線であるこ

とに興味・関心をもつ。 

b: 三角関数の周期とグラフの

形の関係、定義域に注意して、

正しいグラフが書ける。 

c: ｙ＝tanθのグラフにある

直線に限りなく近づくことが

分かる。 

d:三角比の値を座標平面上に

表すことができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

４ 三角関数の性質 

５ 三角関数の応用 

○ ○ ○ ○ a: 三角関数の最大・最小の問

題など２次関数の考え方が基

になっていることが分かる。 

b: 三角関数を含む方程式・不

等式を解く際に単位円やグラ

フを図示して考察することが

できる。また、その解き方を理

解している。 

c: －１≤sinθ≤ １などに注意

して、置き換えなどによって三

角関数を含む関数の最大値・最

小値を考察できる。 

d:変数を置き換えることで、三

角関数を含む方程式を考える

ことができる。また、その解き

方を理解している。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

第２節 加法定理 

６ 加法定理 

○ ○   a: 加法定理を利用して、点の 

回転を考察することに関心を

もち、具体的な問題に取り組も

うとする。 

b: 正接の定義と加法定理を利

用して、２直線のなす角を求め

ることができる。 

 

小テスト 

定期考査 

観察等 

７ 加法定理の応用   ○ ○ c: ２倍角の公式を利用して、

三角関数を含むやや複雑な方

程式を解くことができる。 

d:２倍角、半角の公式を利用し

て、三角関数の値を求めること

ができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 



２
学
期 

第
４
章 

三
角
関
数 

７ 加法定理の応用 ○  ○ ○ d:三角関数の合成を理解して

いる。 

a:三角関数の合成を用いて、方

程式や三角関数の最大・最小を

考察しようとする。 

c:三角関数の合成を用いて、方

程式を解くことができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

第
５
章 

指
数
関
数
と
対
数
関
数 

第１節 指数関数 

１ 指数の拡張 

   ○ 𝑑: 𝑎0, 𝑎−𝑛の定義を理解してい

る。 

 

 

○ ○ ○ ○ a: 累乗根の性質に興味を示

し、具体的に証明しようとす

る。 

b: 指数法則が成り立つよう

に、指数の範囲を正の整数から

実数まで拡張していることを

理解している。 

c: 累乗根を含む計算では、分

数指数を利用して計算するこ

とができる。 

d:累乗根の定義を理解し、累乗

根の計算ができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

２ 指数関数 ○ ○ ○ ○ a: 指数関数のグラフの概形

を、点をプロットして書こうと

する意欲がある。 

b: 指数関数の増減によって、

大小関係や方程式・不等式を考

察することができる。 

c: ax ＞０に注意して、置き換

えによって指数方程式・指数不

等式を解くことができる。 

d:底と１の大小に注意して、指

数関数を含む不等式を解くこ

とができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

第２節 対数関数 

３ 対数とその性質 

○ ○ ○ ○ a: 対数の性質（積を和に、商

を差に変換）に関心がある。 

b: 対数logaMが M = ap を満

たす指数ｐを表していること

を理解している。 

c: 底の変換公式を等式として

利用できる。 

d:対数の定義を理解し、対数の

値を求めることができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 



２
学
期 

第
５
章 

指
数
関
数
と
対
数
関
数 

４ 対数関数 ○ ○ ○ ○ a: やや複雑な対数方程式、対

数不等式に積極的に取り組も

うとする。 

b: 対数関数の増減によって、

大小関係や方程式・不等式を考

察することができる。 

c: 対数の性質を用いる際に新

数が正であることに着目でき

る。 

d:底と１の大小に注意して、対

数関数を含む方程式を解くこ

とができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

５ 常用対数 ○ ○ ○ ○ a: 常用対数を考えることで、

巨大な数の大体の数を考えら

れることに関心がある。 

b: 桁数問題などで、常用対数

の値を不等式で評価できる。 

c: ｎ桁の数、小数首位が第ｎ

位の数を、不等式で表現するこ

とができる。 

d:常用対数を利用して、桁数の

問題や小数の首位問題などを

解くことができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

３
学
期 

第
６
章 
微
分
法
と
積
分
法 

第１節 微分係数と導関数 

１ 微分係数 

○ ○ ○ ○ a: 点の微小な動きに関心があ

る。 

b: 平均変化率における h は負

でもよいことを理解している。 

c: 極限値を計算して微分係数

を求めるとき、分母の h は０

でないことを理解している。 

d: 平均変化率、微分係数の定

義を理解し、それらを求めるこ

とができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

２ 導関数とその計算 ○ ○ ○ ○ a: 関数xn の導関数について、 

二項定理を用いた証明に興味

をもち、考察しようとする。 

b: 導関数を表す種々の記号を

理解していて、それらを適切に

使うことができる。 

c: 導関数を利用して微分係数

が求められる。 

d: 微分係数の値などから関数

を決定することができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 



３
学
期 

第
６
章 

微
分
法
と
積
分 

３ 接線の方程式 ○ ○ ○ ○ a: 導関数の意味が接線の傾き

を表していることに興味があ

る。 

b: 定点 C から曲線に接線を引

くとき、接点 Aにおける接線が

点 C を通ると読みかえること

ができる。 

c: 接点のｘ座標が与えられた

とき、接線の方程式を求めるこ

とができる。 

d:接線の方程式の公式を利用

して、接線の方程式を求めるこ

とができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

  

第２節 関数の値の変化 

４ 関数の増減と極大・極小 

○ ○ ○ ○ a: 関数の増減や極値を調べ、3

次関数のグラフ、４次関数のグ

ラフをできるだけただしく書

こうとする。 

b: 接線の傾きで関数の増減が

調べられることを理解してい

る。 

c: 関数の増減や極値を調べる

のに、増減を用いて考察するこ

とができる。 

d:導関数を利用して、関数の極

値を求めたり、グラフを書くこ

とができる。 

b: 最大値・最小値と極大値・

極小値との違いを、意識して考

察できる。 

c: 最大・最小の応用問題では、

変数のとり方、定義域に注意し

ている。 

d: 導関数を利用して、最大

値・最小値の応用問題を解くこ

とができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

５ 関数の増減・グラフの応用 ○    a: 方程式や不等式を関数的視

点で捉え、微分法を利用して解

決しようとする。 

 

小テスト 

定期考査 

観察等 



３
学
期 

第
６
章 

微
分
法
と
積
分 

第３節 積分法 

６ 不定積分 

○ ○ ○ ○ a: 微分との逆の計算が積分で

あることに興味がある。 

b: なぜ積分定数がつくか分か

る。 

c: 不定積分の計算では、積分

定数を書き漏らさずに示すこ

とができる。 

d: 不定積分の定義や性質を理

解し、それを利用する不定積分

の計算方法を理解している。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

  

７ 定積分 ○ ○ ○ ○ a: 積分定数が消えて、値が定

まることに関心がある。 

b: 定積分の性質の等式を、右

辺から左辺への変形として利

用できる。 

c: 積分方程式でどの部分が定

数であるか分かる。 

d: 上端が変数ｘである定積分

で表された関数を微分して処

理することができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

 

８ 定積分と面積 ○ ○ ○ ○ a: 面積が関数の原始関数であ 

ることに興味・関心をもち、考

察しようとする。 

b: f(x)-g(x)の面積公式では、

この式を積分の長さの総和と

見ることができる。 

c: 図形の対称性に着目した面

積計算をすることができる。 

d: 直線や曲線で囲まれた部分

の面積を、定積分で表して求め

ることができる。 

小テスト 

定期考査 

観察等 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


